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町
が
好
き
、人
が
好
き
、み
ん
な
で
つ
く
る
町
が
一
番
好
き
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井

猫　
　

啼
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町

大　
　

池

王　

子　

平

荒　
　

町

����
和久

�����
立ケ岡

�����
飛ケ作

�����
下泉

�����
北町

�����
長久保

�����
当町

�����
新町

�����
沢井字根宿

�����
松木下

�����
鹿 ﾉ坂

�����
沢井字真明田

�����
猫啼

�����
南町

�����
沢井字十三塚

�����
王子平

�����
下泉

　

平
成　

年
度
、
行
政
区
長
の
委
嘱
状
交
付
式
が
４
月　

日
行
わ
れ
ま
し

１７

２６

た
。

　
　

名
の
行
政
区
長
は
こ
れ
か
ら
１
年
間
、
地
域
の
み
な
さ
ん
と
町
の
パ

４１
イ
プ
役
と
し
て
活
躍
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
同
日
に
は
、
区
長
会
総
会
も

あ
わ
せ
て
行
わ
れ
、
区
長
会
の
役
員
が
次
の
と
お
り
決
ま
り
ま
し
た
。

　

会　

長　

山
口
正
廣

　

副
会
長　

國
井
定
男
、
大
森
久
一
、
添
田
忠
一
、
桑
沢
康
、
塩
田
和
男
、

　
　
　
　
　

矢
吹
義
孝

　

監　

事　

江
尻
秋
男
、
添
田
定
良
、
近
内
与
四
雄

行政区長 
決まる　 

平成１７年度 平成１７年度 

行政区長 
決まる　 

行
政
と
み
な
さ
ん
の

パ
イ
プ
役
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央
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羽
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屋　

敷
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内

�����
母畑字庫ノ前

�����
形見字借宿

�����
山形字福田

�����
湯郷渡字入山

�����
谷沢字寺坂

�������
板橋字茅刈場

�����
北山字関場

�����
坂路字野出ノ内

�����
南山形字鴫内

�����
中野字水内

�����
谷地字椚作

�����
北山形字細田

�����
曲木字戸ノ内

�����
中田字北大塚

�����
双里字本宮

�����
塩沢字大日向

�����
母畑字湯前

�����
双里字桜町

�����
沢井字竹柄

�����
沢井字藤沢

�����
沢井字上ノ原

�����
赤羽字達中久保

�����
新屋敷字大段

�����
新屋敷字鷹ノ巣



能
は
知
性
で
理
解
す
る
の
で
は
な
く 

感
性
で
体
験
す
る
も
の
で
す 

能
面
は
一
日
眺
め
て
い
て
も
あ
き
ま
せ
ん
。 

　
角
度
や
光
の
具
合
で
様
々
な
表
情
を
見
せ
て
く
れ
ま
す 

奥
さ
ん
や
お
弟
子
さ
ん
に
囲
ま
れ
て
楽
し
く 

　
そ
し
て
真
剣
に
彫
り
、
そ
し
て
塗
り
を
入
れ
ま
す 
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特　　集 FEATURE ARTICLES

■
通
常
保
育
の
充
実

　

保
護
者
が
子
ど
も
を
安
心
し
て
あ
ず
け

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
質
の
高
い
保
育
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本
町
で
も
半
数
以
上
の
家
庭
で
共
働
き
が
予
想
さ
れ
、
共
働
き
を
し
て
い
な
い

家
庭
に
お
い
て
も
、
子
ど
も
の
面
倒
を
見
て
く
れ
る
人
や
施
設
が
あ
れ
ば
働
き
た

い
と
い
う
希
望
が
少
な
く
な
い
こ
と
か
ら
、
子
育
て
と
仕
事
の
両
立
支
援
が
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。　

　

各
種
の
保
育
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
さ
せ
、
多
様
化
す
る
子
育
て
ニ
ー
ズ
に
対
応
で

き
る
よ
う
、
子
育
て
中
の
保
護
者
、
こ
れ
か
ら
親
に
な
る
人
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

声
を
聞
き
な
が
ら
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
子
育
て
中
の
親
同

士
が
、
子
育
て
に
つ
い
て
と
も
に
考
え
な
が
ら
、
困
っ
た
こ
と
が
あ
る
と
き
は
互

い
に
支
え
あ
い
、
楽
し
い
活
動
が
で
き
る
サ
ー
ク
ル
の
育
成
や
、
地
域
の
人
材
を

活
用
し
た
子
育
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
に
も
力
を
入
れ
て
い
き
ま
す
。

子
育
て
支
援
の 

　
　
体
制
づ
く
り 
子
育
て
支
援
の 

　
　
体
制
づ
く
り 

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
と
子
ど
も
に
や
さ
し
い

保
育
環
境
の
整
備
に
努
め
、
心
身
の
健
や

か
な
育
成
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
障
害
の
あ
る
子
ど
も
の
中
で
、

発
達
の
た
め
に
集
団
保
育
が
必
要
と
さ
れ

る
子
ど
も
を
対
象
と
し
た
保
育
所
で
の
障

害
児
保
育
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

■
そ
の
他
の
保
育
サ
ー
ビ
ス

　

一
時
保
育
・
延
長
保
育
・
休
日
保
育
・

夜
間
保
育
・
特
定
保
育
・
病
後
児
保
育
に

つ
い
て
も
ニ
ー
ズ
調
査
な
ど
を
行
い
検
討

し
ま
す
。

　

ま
た
各
保
育
所
を
「
身
近
な
子
育
て
相

談
窓
口
」
と
し
て
体
制
を
整
備
し
、
保
護

者
へ
の
保
育
指
導
や
地
域
の
子
育
て
に
関

わ
る
相
談
・
助
言
・
情
報
提
供
な
ど
、
専

門
性
を
発
揮
で
き
る
よ
う
に
体
制
強
化
を

図
り
ま
す
。
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放
課
後
に
家
に
帰
っ
て
も
一
人
に
な
っ

て
し
ま
う
児
童
を
対
象
に
、
安
全
で
楽
し

く
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
放
課
後

の
学
童
保
育
を
拡
充
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
石
川
小
学
校
の
空
き
教
室
を
活

用
し
た
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を
継
続
し
な

が
ら
、
各
地
区
で
の
学
童
保
育
の
実
施
に

つ
い
て
、
児
童
数
の
動
向
な
ど
を
見
極
め

な
が
ら
検
討
し
ま
す
。

　

■
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
と
地
域
と

の
交
流

　

放
課
後
や
週
末
に
地
域
の
子
ど
も
た
ち

が
、
文
化
活
動
や
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
ェ

ー
シ
ョ
ン
な
ど
多
彩
な
体
験
活
動
が
で
き

る
よ
う
、
公
民
館
や
学
校
な
ど
を
活
用
し

た
居
場
所
づ
く
り
に
努
め
る
と
と
も
に
、

学
校
・
家
庭
・
地
域
の
連
携
に
よ
る
地
域

ぐ
る
み
の
交
流
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

（
子
ど
も
体
験
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

活
動
な
ど
。）

　

■
そ
の
他
の
事
業

　

保
護
者
の
就
業
形
態
の
変
化
な
ど
夜
間

や
短
期
間
、
子
ど
も
の
居
場
所
を
確
保
す

る
た
め
、
民
間
保
育
所
や
住
民
相
互
協
力

と
い
う
視
点
を
取
り
入
れ
た
、
シ
ョ
ー
ト

（
短
期
間
）
ス
テ
ィ
事
業
や
ト
ワ
イ
ラ
イ

ト
（
夜
間
）
ス
テ
ィ
事
業
の
体
制
づ
く
り

を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

�
新
一
年
生
も
元
気
に
楽
し
く
遊
ん
で

学
ん
で
い
ま
す
。
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知
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は
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で
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す
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も
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で
体
験
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も
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能
面
は
一
日
眺
め
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も
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き
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せ
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。

能
面
は
一
日
眺
め
て
い
て
も
あ
き
ま
せ
ん
。 

　
角
度
や
光
の
具
合
で
様
々
な
表
情
を
見
せ
て
く
れ
ま
す

　
角
度
や
光
の
具
合
で
様
々
な
表
情
を
見
せ
て
く
れ
ま
す 

奥
さ
ん
や
お
弟
子
さ
ん
に
囲
ま
れ
て
楽
し
く

奥
さ
ん
や
お
弟
子
さ
ん
に
囲
ま
れ
て
楽
し
く 

　
そ
し
て
真
剣
に
彫
り
、
そ
し
て
塗
り
を
入
れ
ま
す

　
そ
し
て
真
剣
に
彫
り
、
そ
し
て
塗
り
を
入
れ
ま
す 

能
は
知
性
で
理
解
す
る
の
で
は
な
く 

感
性
で
体
験
す
る
も
の
で
す 

能
面
は
一
日
眺
め
て
い
て
も
あ
き
ま
せ
ん
。 

　
角
度
や
光
の
具
合
で
様
々
な
表
情
を
見
せ
て
く
れ
ま
す 

奥
さ
ん
や
お
弟
子
さ
ん
に
囲
ま
れ
て
楽
し
く 

　
そ
し
て
真
剣
に
彫
り
、
そ
し
て
塗
り
を
入
れ
ま
す 

地
域
の
人
と
技 

「能面・獅子頭等の作品展」 
開催日時　平成１７年６月１０日（金）～６月１９日（日） 

　　　　　午前１０時～午後５時 
　　　　　（最終日は午後４時まで） 

開催場所　福島空港ターミナルビル３階 

　　　　　レストラン街前　特設展示場　　 

展示内容　能の面など約４０点 

主　　催　福島空港ビル（株）福島空港テナント連絡会 

後　　援　福島空港利用促進協議会 
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中
学
の
教
科
書
で
能
の
観
阿
弥
、
世
阿

弥
親
子
の
名
前
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
か
？

　

能
の
世
界
で
、
今
で
い
う
プ
ロ
デ
ュ
ー

サ
ー
的
存
在
、
現
在
の
観
世
流
の
元
と
い

わ
れ
る
親
子
の
名
前
で
す
。

　

能
（
の
う
）
は
日
本
芸
能
の
一
種
で
、

南
北
朝
時
代（
１
３
３
６
〜
１
３
９
２
）か

ら
室
町
時
代
（
１
３
３
８
〜
１
５
１
７
）

に
か
け
て
作
ら
れ
た
劇
。
屋
根
の
あ
る
専

用
舞
台
を
も
ち
、
面
を
用
い
、
脚
本
、
音

楽
、
演
技
な
ど
独
特
の
様
式
（
複
式
夢
幻

能
な
ど
）
を
備
え
た
歌
舞
劇
で
あ
り
ま
す
。

　

石
川
町
中
野
に
、
こ
の
能
に
使
用
す
る

面
、
能
面
（
の
う
め
ん
）
の
魅
力
に
取
り

付
か
れ
た
人
が
い
ま
す
。

　

安
田
良
廣
さ
ん
は
若
い
頃
か
ら
能
面
の

持
つ
魅
力
に
惹
か
れ
「
自
分
で
能
面
を
作

成
し
て
み
た
い
。」
そ
ん
な
願
望
を
持
っ

て
い
ま
し
た
。

　

中
学
校
教
員
を
退
職
後
、
郡
山
で
行
わ

れ
て
い
た
あ
る
能
面
展
を
鑑
賞
す
る
機
会

に
恵
ま
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
出
会
っ
た
の

が
日
本
能
楽
院
会
員
で
観
世
流
能
面
師
の

臥
牛
氏
郷
（
が
ぎ
ゅ
う
う
じ
さ
と
）
師
で

し
た
。
そ
こ
で
能
面
製
作
技
法
の
基
礎
を

学
び
、
数
々
の
先
輩
方
の
指
導
が
あ
り
現

在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

生
来
、
持
っ
て
い
た
集
中
力
と
感
性
で

わ
ず
か　

年
足
ら
ず
の
年
月
で
、
平
成　

１０

１５

年
４
月
中
央
公
民
館
で
行
わ
れ
た
第
１
回

の
能
面
展
で
は
好
評
を
得
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
は
安
田
さ
ん
２
回
目
と
な
る

「
能
面
・
獅
子
頭
な
ど
の
作
品
展
」
が
行

わ
れ
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
足
を

お
運
び
く
だ
さ
い
。
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年

月３
月

７
月

４
月

８
月

４
月

９
月

４
月

７
月

９
月

　

月
１０６

月
９
月

６
月

８
月

３
月

お
も
な
出
来
事

石
川
町
・
沢
田
村
・
中
谷
村
・
母
畑

村
・
野
木
沢
村
の
一
町
五
カ
村
が
合

併
し
、
新
石
川
町
が
誕
生

上
水
道
施
設
が
完
成

国
民
健
康
保
険
、
全
町
に
実
施

高
田
桜
が
福
島
県
指
定
天
然
記
念
物

に
な
る

公
益
質
屋
を
開
設

役
場
庁
舎
が
完
成

桜
ヶ
丘
学
園
が
開
園

養
護
老
人
ホ
ー
ム
を
開
設

石
川
電
報
電
話
局
が
完
成
、
市
内
ダ

イ
ヤ
ル
通
話
開
始

米
軍
機
が
山
橋
地
区
に
墜
落
事
故

石
川
町
商
工
会
が
設
立

台
風
６
号
に
よ
る
集
中
豪
雨
、
土
木

施
設
農
産
物
に
被
害
甚
大

緑
安
全
靴
石
川
工
場
誘
致
（
誘
致
企

業
第
１
号
）

農
協
合
併
、
新
石
川
町
農
協
が
発
足

町
民
プ
ー
ル
が
完
成

新
産
業
都
市
指
定
を
受
け
る

昭
和　

年
��

昭
和　

年
��

昭
和　

年
��

昭
和　

年
��

昭
和　

年
��

昭
和　

年
��

昭
和　

年
��

昭
和　

年
��

昭
和　

年
��

昭
和　

年
��

石川町合併50周年記念特集 石川町合併50周年記念特集 

▲室内温水プールとなり一年中泳ぎを楽しめます 

昭和 

年 31

昭和 

年 30
昭和 

年 37

昭和 

年 38

▲ 

県
指
定（
天
然
記
念
物
）と
な
っ
た
高
田
桜（
３１
年
） 

▲ 

合
併
後
初
の
議
会
風
景 

当
時
の
議
員
数
は
百
二
名（
３０
年
） 

▲ 

大
雪
で
一
部
枝
は
折
れ
た
が
、現
在
も
美
し
い
花
を 

咲
か
せ
て
ま
す 

▲ 
町
民
プ
ー
ル
完
成（
３８
年
） 

▲スリム化された現在の議会 
（定員18名） 

▲工場誘致第一号 
　緑安全靴（３７年） 
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月
１２１

月
９
月

４
月

９
月

６
月

９
月

１
月

　

月
１０５

月
９
月

　

月
１２３

月
７
月

　

月
１１３

月

　

月
１０２

月
３
月

　

月
１１

石
川
テ
レ
ビ
中
継
放
送
局
が
開
局

町
章
制
定

体
育
館
と
中
央
公
民
館
が
完
成

県
立
石
川
専
修
職
業
訓
練
所
が
開
所

町
議
会
定
数　

名
を　

名
に
改
め
る

３０

２０

石
川
地
方
衛
生
処
理
組
合
が
発
足

千
五
沢
ダ
ム
工
事
、
本
格
着
工

鳥
内
遺
跡
発
掘
調
査
開
始

新
浄
水
場
が
完
成

全
国
優
良
町
と
し
て
表
彰

郡
山
地
方
広
域
市
町
村
圏
に
指
定

沢
井
の
白
鳥
池
に　

年
ぶ
り
の
白
鳥

５０

飛
来

町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
完
成

千
五
沢
ダ
ム
堰
堤
が
完
成

公
民
館
が
全
国
優
良
公
民
館
表
彰

石
川
町
振
興
計
画
策
定

石
川
地
方
火
葬
場
が
完
成

武
道
館
が
会
館

１
１
８
号
石
川
バ
イ
パ
ス
開
通

歴
史
民
俗
資
料
館
が
完
成

社
会
福
祉
協
議
会
が
全
国
表
彰

昭
和　

年
��

昭
和　

年
��

昭
和　

年
��

昭
和　

年
��

昭
和　

年
��

昭
和　

年
��

昭
和　

年
��

昭
和　

年
��

昭
和　

年
��

昭
和　

年
��

石川町 
年の あゆみ 50 石川町 
年の あゆみ 50 石川町 
年の あゆみ 50 昭和30年～49年 

昭和 

年 47

昭和 

年 41

昭和 

年 49

昭和 

年 47

昭和 

年 45

▲ 

千
五
沢
ダ
ム
堰
提
が
完
成
し
ま
し
た（
４７
年
） 

▲ 

石
川
町
に
初
め
て
バ
イ
パ
ス
が 

開
通
し
ま
し
た（
４９
年
） 

▲ 

町
民
体
育
館
完
成（
４１
年
） ▲ 

町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
完
成（
４７
年
） 

▲町民の情熱がつまった鳥内遺跡 
　の発掘が行われました（４５年） 

▲総合運動公園の整備が進められています 

いわき～石川線バイパス 
工事が進んでいます 
（Ｒ１１８取付口） 
 

▼ 



取
材
し
ま
す
！ 

身
近
に
行
わ
れ
て
い
る
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
や
明
る
い
話
題
な
ど
を
役
場
総
務
課
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
 

　
４
月
６
日
、８
つ
の
小
学
校
で
入
学
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。 

　
新
入
児
童
１
６
７
名
が
お
父
さ
ん
、お
母
さ

ん
に
手
を
引
か
れ
、少
し
大
き
く
見
え
る
ラ
ン

ド
セ
ル
を
背
に
元
気
い
っ
ぱ
い
初
登
校
し
ま
し

た
。 

　
各
小
学
校
の
校
門
で
は
交
通
安
全
母
の
会
な

ど
か
ら
、新
入
学
児
童
一
人
ひ
と
り
に
交
通
安
全
の

呼
び
か
け
と
と
も
に
交
通
安
全
啓
発
用
の
文
房
具

や
反
射
ス
テ
ッ
カ
ー
な
ど
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。 

　
ま
た
１５
日
ま
で
の
平
日
、子
供
た
ち
の
通
学
時

間
に
あ
わ
せ
、地
域
住
民
に
よ
る
一
戸
一
朝
運
動
の

街
頭
指
導
も
行
わ
れ
ま
し
た
。 

交
通
事
故
に 

　
　
　
気
を
つ
け
て 

町
消
防
団 

　
　
春
の
検
閲
式 

佐
川
さ
ん
２０
年
間
に
渡
り 

図
書
購
入
費
を
贈
る 

春
の
恒
例 

　
　
桜
ま
つ
り
が
開
催 

　
３
月
１３
日
、沢
田
中
学
校
図
書
室
で
佐
川
辰
夫

さ
ん（
赤
羽
）へ
図
書
購
入
費
の
寄
贈
に
対
す
る
感

謝
状
の
贈
呈
式
が
開
か
れ
ま
し
た
。 

　
佐
川
さ
ん
は
、昭
和
６２
年
に
亡
く
な
ら
れ
た
長

男
一
志
さ
ん（
享
年
１６
歳
）の
供
養
に
と
、２０
年
間

に
わ
た
り
一
志
さ
ん
の
学
ん
だ
沢
田
中
学
校
に
図

書
購
入
費
を
寄
贈
し
て
き
ま
し
た
。 

　
本
が
大
好
き
だ
っ
た
一
志
さ
ん
は
病
床
の
中

で
も
本
を
離
さ
ず
に
勉
強
を
続
け
た
そ
う
で
す
。 

　
こ
の
日
は
、感
謝
状
を
贈
っ
た
後
、生
徒
代

表
な
ど
が
感
謝
の
言
葉
を
贈
り
、一
志
さ
ん
の

遺
志
を
受
け
継
い
で
い
こ
う
と
心
に
誓
っ
て

い
ま
し
た
。 

　
４
月
１７
日
、町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
お
い
て
町

消
防
団（
永
瀬
謙
助
団
長
）の
春
の
検
閲
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
殉
職
消
防
団
の
御
霊
に
対
し

黙
祷
を
さ
さ
げ
た
あ
と
、永
瀬
団
長
が
西
牧
立

博
町
長
に
点
検
者
を
委
嘱
。
分
団
ご
と
に
通
常

点
検
を
受
け
、小
隊
訓
練
、分
列
行
進
が
行
わ
れ

ま
し
た
。 

　
ま
た
、永
年
勤
続
１０
年
以
上
の
団
員
３７
人
が
永

瀬
団
長
か
ら
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。 

　
そ
の
後
、各
分
団
に
別
れ
火
災
予
防
広
報
な
ど

を
行
い
ま
し
た
。 

 

　
３
月
１６
日
、１７
日
水
道
事
業
所
前
広
場
、南
町
あ

さ
ひ
公
園
で
第
１９
回
桜
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。 

　
矢
内
清
一
実
行
委
員
長
の
開
会
宣
言
に
続
き
菊

池
章
夫
さ
ん
進
行
の
も
と
桜
カ
ー
ド
抽
選
会
、ビ

ン
ゴ
大
会
、芸
能
発
表
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
夕

方
か
ら
は
、菊
池
章
夫
さ
ん
、石
川
ま
さ
る
さ
ん

ら
に
よ
る
歌
謡
シ
ョ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
二

日
目
に
は
マ
ス
つ
か
み
や
ア
マ
チ
ュ
ア
バ
ン
ド

の
演
奏
な
ど
も
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
桜
も
咲
き
始
め
露
天
の
出
展
も
多
彩
で
、

訪
れ
た
人
た
ち
は
春
の
ひ
と
時
を
楽
し
ん
で

い
ま
し
た
。 

か ど 探 険 隊 
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晴
天
に
恵
ま
れ 

植
木
ま
つ
り
に
多
く
の
人
出 

こ
ど
も
の
日
に 

　
　
全
国
少
年
野
球
教
室 

　
５
月
２
日
〜
５
日
ま
で
、母
畑
レ
ー
ク
サ
イ

ド
セ
ン
タ
ー
で
植
木
ま
つ
り
が
開
か
れ
ま
し
た
。 

　
大
小
の
植
木
の
ほ
か
に
庭
石
や
小
物
、色
と

り
ど
り
の
鉢
植
え
や
ハ
ー
ブ
な
ど
が
展
示
販
売

さ
れ
ま
し
た
。
広
々
と
し
た
空
間
の
中
、一
つ
ひ

と
つ
手
に
と
っ
て
買
う
こ
と
の
出
来
る
催
し
に
、

来
場
者
も
目
を
輝
か
せ
て
い
ま
し
た
。 

ま
た
、子
ど
も
達
が
ゲ
ー
ム
な
ど
を
楽
し
め
る
広

場
や
食
べ
物
の
露
天
も
軒
を
連
ら
ね
、晴
天
の
中
、

多
く
の
家
族
連
れ
が
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
て
い

ま
し
た
。 

 

　
５
月
５
日
、町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
第
１１
回
カ
ル
ピ
ス

こ
ど
も
の
日
全
国
少
年
野
球
教
室
が
開
か
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
野
球
教
室
は
、社
団
法
人
全
国
野
球
振
興
会

（
日
本
プ
ロ
野
球
Ｏ
Ｂ
ク
ラ
ブ
）が
こ
ど
も
の
日
に
あ

わ
せ
、４７
都
道
府
県
一
斉
に
開
催
し
て
い
ま
す
。 

　
県
内
各
地
か
ら
集
ま
っ
た
野
球
少
年
た
ち
約
３

０
０
人
は
、遠
藤
一
彦
さ
ん（
学
法
石
川
卒
）を
は
じ

め
７
人
の
プ
ロ
野
球
Ｏ
Ｂ
か
ら
基
本
の
動
作
や
、

各
ポ
ジ
シ
ョ
ン
に
分
か
れ
て
指
導
を
受
け
る
と
と

も
に
、仲
間
と
と
も
に
笑
っ
た
り
、ス
ポ
ー
ツ
マ
ン

シ
ッ
プ
を
学
ん
だ
り
、楽
し
く
思
い
出
と
な
る
一

日
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。 

街 
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6月 ● June

老人福祉センター
老人福祉センター
勤労青少年ホーム

田中内科医院

町民グラウンド

保健センター
保健センター
町民グラウンド

保健センター

浅川南診療所
クリスタルパーク石川

町民グラウンド
老人福祉センター

心配ごと相談〈法律相談〉（１０：００～）
結婚相談（１０：００～）
ねんきん相談（郡山社会保
険事務所）（１０：００～）
在宅当番医
父の日
町長杯ソフトボールＡリー
グ大会（２６日）

すくすく教室（９：３０～）
１歳児健診（９：３０～）
深谷杯ゲートボール大会
（８：００～）
３歳児健診（１３：００～）

在宅当番医
消防協会石川支部幹部大会
（９：３０～）
高原杯野球大会（７月３日）
心配ごと相談（１０：００～）

�
�
�

�

�

�
�
�

�
�
�
�

�
�
�
�

15
16
17

18

19

20
21
22

23
24
25
26

27
28
29
30

7月 ● July

クリスタルパーク石川

中島病院

保健センター

保健センター
老人福祉センター

町民グラウンド

添田病院

保健センター
保健センター
保健センター
保健センター

老人福祉センター
老人福祉センター

県中県南中学生ハンドボー
ル大会（８：００～）
在宅当番医

日本脳炎（１２：３０～）

七夕
１歳６ヶ月健診（１３：００～）
心配ごと相談（１０：００～）

壮年野球県南地区大会
（～１０日）
在宅当番医

ひまわり教室（９：３０～）
２歳児教室（９：３０～）
ＢＣＧ（１３：００～）
３～４ヶ月児健診
（１３：００～）
心配ごと相談（１０：００～）
結婚相談（１０：００～）

�
�

�
�
�
�
�

�
�

�
�
�
�

�

�

1
2

3
4
5
6
7

8
9

10
11
12
13

14

15

石 川 町 6 ～ 7 月 の 主 な 予 定
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職
業
▽
産
婦
人
科
で
看
護
師
を
し
て
い

ま
す
。

今
、
情
熱
を
傾
け
て
取
り
組
ん

で
い
る
こ
と
は
何
で
す
か

仕
事
で
す
。

将
来
や
っ
て
み
た
い
こ
と
や
夢

を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い

助
産
師
の
資
格
を
取
り
た
い
で

す
。

お
子
さ
ん
は
何
人
で
す
か

子
ど
も
は
３
人
授
か
り
、
孫
が

６
人
に
な
り
ま
し
た
。

結
婚
さ
れ
て　

年
、
思
い
出

５０

を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い

私
た
ち
は
昭
和　

年
３
月
に
結

２９

婚
、
稲
作
中
心
の
兼
業
農
家
で

し
た
。
家
の
田
ん
ぼ
は
、
天
水
で
ま
か

な
っ
て
い
た
の
で
田
植
え
時
期
の
水
の

確
保
に
は
苦
労
し
ま
し
た
。
現
在
は
水

の
心
配
も
あ
り
ま
せ
ん
。

お
二
人
の
楽
し
み
は
何
で
す
か

庭
の
花
や
木
の
手
入
れ
で
す
。

季
節
に
咲
く
花
々
を
毎
日
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
。

住所／塩沢字二斗蒔

有賀　喜一さん (７１歳 )
キヨミさん (７０歳 )

��������������
��������������
��������������
��������������

�
�
�
�

��������������
��������������
��������������
��������������

�
�
�
�

��������������
��������������
��������������

�
�
�

立ヶ岡

金内奈津美さん
（２３歳）

町
政
に
望
む
こ
と
は
な
ん
で
す

か若
者
が
定
住
で
き
る
住
み
よ
い

町
づ
く
り
を
望
み
ま
す
。

最
後
に
理
想
の
タ
イ
プ
は

優
し
く
て
、
自
分
を
思
っ
て
く

れ
る
人
で
す
。

次
回
は
、
金
内
さ
ん
の
紹
介
で

佐
藤　

正
紀
さ
ん
で
す
。

石
川
町
の
一
番
好
き
な
と
こ
ろ

を
教
え
て
く
だ
さ
い

庭
か
ら
見
え
る
那
須
連
峰
の

山
々
は
季
節
を
通
し
て
美
し
い

景
色
を
見
せ
て
く
れ
ま
す
。

町
政
に
望
む
こ
と
は
何
で
す
か

子
ど
も
た
ち
の
通
学
路
の
安
全

確
保
と
定
住
す
る
若
者
た
ち
の

た
め
に
働
く
場
所
の
確
保
を
お
願
い
し

ま
す
。

大森　 清 夢   ちゃん
きよ む

平成１６年１月６日生まれ

南條　 由 宇   ちゃん
ゆ う

平成１５年３月３０日生まれ

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
��

（
沢
井
字
藤
沢
）

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�

�
�
��

�
�
�
�
�
��

（
谷
地
字
椚
作
）
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しゅう だん 
●サークル紹介コーナー● 第3回 あつ あたた 

◆あなたの故郷はどんな所ですか
　新潟県の最南端、西に富山県、南に長
野県、日本海の海岸線に面した人口約１万
人の新潟県青海町です。
　 親不知  子不知 は、古来より北陸道の最

おやしらず こしらず

大の難所として知られています。現在は
海浜公園として多くの観光客が訪れてい
ます。
　また、 翡翠 の産地として有名です。

ヒスイ

　家から海まで歩いて数分の距離だった
ので、夏だけでなく季節を通して海で過
ごすことが多く、夕日の美しさはもちろ
ん、朝日に輝く水面がキラキラまぶしく
光る情景を思い出します。
◆いつ、石川町に来ましたか
　平成５年に来ました。
◆石川町の印象は
　春の桜をはじめ四季折々の彩が美しく、
心のあたたかい人ばかりで、とても心強
いです。
◆町政に望むことは何ですか
　子ども達の生活が変化する中、子ども
も親も安心できる保育・教育環境の充実
を望みます。

新
潟
県
青
海
町 

た
ち
は
、
野
木
沢
公
民
館
主
催

の
カ
メ
ラ
教
室
の
メ
ン
バ
ー　
２４

名
が
集
ま
り
、
本
年
度
よ
り
愛
好
会
と

し
て
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　
「
カ
メ
ラ
を
楽
し
む
こ
と
」
を
基
本

に
撮
影
会
や
講
習
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

技
術
の
向
上
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
自

然
条
件
の
下
、
地
域
の
よ
さ
や
美
し
さ

を
再
確
認
で
き
ま
す
。

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

私
た
ち
の
ク
ラ
ブ
は
誰
で
も
気
軽
に

参
加
で
き
ま
す
。
月
１
回
程
度
の
開
催

で
野
外
撮
影
会
や
技
術
講
習
会
も
予
定

し
て
い
ま
す
。

　

ど
ん
な
カ
メ
ラ
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

写
真
を
撮
っ
て
仲
間
で
楽
し
く
過
ご
し
、

生
活
に
豊
か
さ
と
潤
い
を
与
え
て
く
れ

ま
す
。
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

�
連
絡
先　

野
木
沢
地
区
公
民
館

�
電　

話　

２
６
―
４
９
３
９

募 集 案 内 
みんなの広場では各コーナ
ーに登場していただける方
を募集しています。お気軽
にご連絡ください。 
　総務課広報広聴係 

126－2112　 

野木沢カメラクラブ

�
今
出
川
の
桜
を
撮
影

�
ス
タ
ジ
オ
み
ず
の
・
水
野
智
裕
さ
ん
の

　

指
導
で
、
光
と
影
の
勉
強
を
し
ま
し
た

私

山形字松森山形字松森

酒井 肇子酒井　肇子さんさん
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◎
江
戸
時
代
の
石
川
地
方
は
文
化
の
う
え
で
後

進
地
だ
っ
た
？

　

い
い
え
、
そ
ん
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
俳

諧
（
俳
句
）
で
は
「
石
川
俳
壇
」
と
も
言
え
る

グ
ル
ー
プ
が
あ
り
ま
し
た
。
ど
ん
な
人
た
ち
が

活
躍
し
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
？

◎
明
治
前
期
、
小
学
校
を
卒
業
し
た
向
学
心
の

あ
る
子
ど
も
達
は
ど
う
し
た
で
し
ょ
う
か
？

　

中
学
校
が
な
い
時
代
な
の
で
青
年
（
成
年
）

学
校
に
入
り
ま
し
た
。
福
島
県
最
初
の
成
年
学

校
は
石
川
で
し
た
。

◎
昭
和　

年
ま
で
八
校
運
動
会
と
い
う
も
の
が

４２

あ
っ
た
そ
う
で
す
が
？

　

あ
り
ま
し
た
。
参
加
し
た
方
も
多
い
と
お
も

い
ま
す
。
八
校
と
は
ど
こ
で
し
ょ
う
か
？

◎
戦
後
（
昭
和　

年
）
公
民
館
が
ス
タ
ー
ト
し

２４

ま
し
た
が
、
最
初
は
ど
こ
に
お
か
れ
た
の
で
し

ょ
う
か
？

　

中
野
公
民
館
で
す
。
そ
の
早
い
背
景
は
？

◎
石
川
町
の
各
町
村
に
電
灯
が
と
も
っ
た
の
は

い
つ
で
し
ょ
う
か
？

　

旧
石
川
町
の
場
合
は
明
治　

年
（
一
九
一

４３

〇
）
で
す
。
そ
の
電
気
は
ど
こ
で
発
電
し
た
も

の
で
し
ょ
う
か
？

◎
母
畑
温
泉
に
は
源
義
家
（
八
幡
太
郎
）
に
ち

な
む
伝
説
が
あ
り
ま
す
が
、
確
実
な
史
料
に
温

泉
が
あ
ら
わ
れ
た
の
は
い
つ
で
し
ょ
う
か
？

　

江
戸
時
代
の
享
和
３
年
（
一
八
〇
三
）
で
す
。

そ
の
こ
ろ
の
温
泉
経
営
は
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ

て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
？

編
纂
室
だ
よ
り 

94

人材育成アカデミー  人材育成アカデミー  

小中学生  小中学生  

　

教
育
委
員
会
で
は
、
子
ど
も
達

に
週
末
に
お
け
る
学
び
の
場
所
づ

く
り
の
一
環
と
し
て
「
サ
タ
デ
ー

イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
」
「
サ
タ
デ
ー

ひ
ろ
ば
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

３
年
生
か
ら
６
年
生
の
子
ど
も

達
が
自
主
的
に
英
語
や
算
数
・
国

語
の
学
習
に
取
り
組
ん
だ
り
、
他

校
生
と
の
交
流
を
深
め
た
り
で
き

る
場
で
す
。

　

教
育
委
員
会
の
国
際
交
流
員
、

英
語
指
導
助
手
や
教
員
経
験
者
等

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
に
講
師

と
し
て
協
力
を
い
た
だ
き
、
毎
月

第
２
、
第
４
土
曜
日
に
中
央
公
民

館
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

「サタデーイングリッシュ」
「サタデーひろば」

▲「サタデーひろば」の風景です

第3回保健
センターだより保健
センターだより

　子育ての環境はめざましく変わってきています。
ミルクやオムツばかりではなく、ベビーフードも
驚くことばかり…。便利な反面、いつまで使うか、
どんなとき利用するか、親として子どもの成長を
考えながら選んで利用して欲しいと思います。
　最近健診で気になることのひとつに「３歳児健
診でオムツが取れていないお子さんが多くなって
いること」があります。子どもも１歳６カ月児か
ら２歳児くらいになると、大人のトイレについて
いったり、興味をもち始め、真似をしたがります。
トイレットトレーニングの時期ですね。一緒にト
イレにいって「おしっこはこうしてするのよ」っ
て教えていますか。今はさらさら紙オムツでおし
っこやうんちのおしりについた気持ち悪い感じを
体験できません。赤ちゃんはおしっこをして、
「快」「不快」を初めに学び、泣いて教えている
のですが、取り替えてもらえないと、せっかくの
シグナルがなんの勉強の機会にもならないことに
なりますね。「あら、おしっこだったのね、いっ
ぱい出たわねぇ。ほーら、取り替えてあげるわね、
気持ちいいでしょ。」といってあげるといいお顔
になりますね。布オムツに比べ、紙オムツは「気
持ちいいからまだ大丈夫」とそのままにしがちで
すが、時期を考えたり、いろいろ子供のシグナル
を考えてほしいと思います。

��������	


石
川
町
史
第
６
巻『
文
化
・
旧
町
村
史
』で

　
　
　
　
　

こ
ん
な
こ
と
が
分
か
り
ま
す　
�
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納期
今月の

こんにちは
赤ちゃん

（平成１７年４月１日～４月３０日まで届出分　敬称略）

住 所保 護 者氏 名

芳賀　 桜子  （　誠　・裕　子） 双　里
さくらこ

西牧　 大稀  （祥　夫・みどり） 双　里
だいき

鈴木　 綾乃  （　宏　・茂　子） 塩　沢
あやの

鈴木　 慶介  （　宏　・茂　子） 塩　沢
けいすけ

矢吹　 杏 　 （貴　之・由香利） 中　野
あん

鈴木　 琴美  （　薫　・久仁子） 鹿ノ坂
ことみ

桑沢　 透  弥  （　誠　・真里子） 双　里
とう や

鈴木　　 魁 　 （和　也・百合子） 双　里
かい

佐藤ひらり （智　之・恵　子） 中　野

添田　 夕  貴  （孝　幸・春　代） 北　山
ゆう き

��������
������

����
�����

保険証が使えないとき  

●正常な妊娠・出産
●美容整形
●歯列矯正
●経済上の理由による人工妊娠中絶
●健康診断・集団検診・予防接種・
人間ドック

●日常生活に支障のないわきが・し
みなどの治療

●仕事上の病気やケガ（労災保険が適用されます）
●以前勤めていた職場の健康保険などが使えるとき
　（継続療養）

●犯罪を犯したときや故意による病気やケガ（自殺未遂
等も含む）

●けんか、泥酔などによる病気やケガ
●医師や保険者の指示に従わなかったとき

���������	
�����������

���������	
����������

���������	
�����������

������������	
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病気やケガと認められないものは、
保険証を使って診療を受けることはできません

1

他の保険が使えるときは、
国保の保険証で診療は受けられません

2

その他、次のようなときは、
国保の給付が制限されます

3

��������	
	���
おくやみ

住 所　 氏　 名　

 永　沼　六　郎 湯郷渡 
 関　根　代　三 塩　沢 
 西　牧　藤　雄 屋敷入 
 二　瓶　孝　子 中　野 
 円　谷　　　泰 中　野 
 緑　川　公　子 中　野 
 三　瓶　　　健 下　泉 
 鈴　木　正　吾 下　泉 
 小野間　キ　イ 南山形 
 諸　岡　ヤ　イ 白　石 
 飯　村　直　吉 赤　羽 
 志　賀　ハ　ナ 屋敷入 
 岩　谷　利　江 矢ノ目田

　 新　 郎　 新　 婦 （ 出 身 地 ）　

村上　啓介（境ノ内）・高橋　香織（境ノ内）
藤田　浩司（長久保）・菊池　幸子（鹿ノ坂）
岡部　健一（中　田）・江口　真理（塙　町）
滝川　健一（双　里）・島田奈美江（双　里）
関根　裕樹（飛ヶ作）・永井　美香（須賀川市）

カップル誕生



表紙の写真 

ふるさとの花だより 

小さな美術館 ●第219回  
　中谷第一小学校 

施設の紹介  
　飛鳥川を見下ろす高台に建つ校舎で、５月には、校庭を囲む土手一面に咲くつつじが自慢です。８６
名の子どもたちは、「思いやる子ども」「進んで学ぶ子ども」「きたえる子ども」をめざし、元気いっ
ぱい楽しく学校生活を送っています。 

編集後記 
　佐川一志文庫の取材に行ってきまし
た。一志君は私の二つ上の先輩です。
沢田中学校は生徒数100人程度の学
校で、先生も先輩も後輩もみんな家族
のような学校でした。そんな中、病魔
に蝕まれながら部活動や勉強、学校の
活動の中で一志君の秀でた才能そして、
努力を間近から接しました。彼の行動
は少なからず、私たちの心に残りそし
て影響され現在に生きていると思い
ます。一志君に心からの「ありがとうご
ざいました」そして、ご冥福をお祈りし
ます。　　　　　　　　　（吉田知克） 

　人里や草地の林のそばに多い多年草。生育
する環境は幅広く林のなかで見られることも
ある。花の形が扇子を持って菅笠をかぶった
踊り子に見えることからこの名がある。 

（写真提供／関根政信さん） 

　第一保育所に通う小木健太朗さん（中）祖父の
英雄さん（左）祖母のテル子さん（右）です。 

表紙の 登場人物 

編集と発行　福島県石川郡石川町役場総務課　TEL.（0247）26-2112　FAX.26-0360 
URL http://www.town.ishikawa.fukushima.jp/  E-mail Koho_K@town.ishikawa.fukushima.jp

オドリコソウ（シソ科） 

【左上段】4月16日行われた桜まつりマス
つかみの風景です。 
【右下段】5月5日行われたこどもの日少年
野球教室の模様です。 

町の人口 

18,858人（－13） 

（  ）内前月比 

●5月1日現在住民基本台帳● 

男 
女 

世帯数 

9,202人（－  6） 
9,656人（－  7） 
5,576戸（＋18） 

矢吹　仁美さん（11歳） 
ひと み 

　アルコールランプに火をつけ
るとき、とてもドキドキしました。
友達も見ているだけでドキドキ
したそうです。 

矢内　智加さん（9歳） 
ち　か 

　もしもかぼちゃが空をとんだ
らとても楽しいだろうな。空とぶ
かぼちゃに乗っていろんなところ
にいきたいな。 

理
科 大 す

き ！ 空
と ぶ か

ぼ ち ゃ
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